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があり、「修士 1 年生の時に台湾大学で行われた The Asian International Seminar on 
Atomic and Molecular Physics (AISAMP)である」との回答があった。以上、英語に関し
ては、論文執筆および国際会議で発表できる水準に達していると判断した。 
申請者は、専門である計算科学だけでなく、関連する理学の知識、および今後、研
究を独力で遂行し得る能力を備えていると判断し、総合的に博士（理学）の学位を授
与するのに相応しいと判断した。 
 
 
